






要約:わが国の幼児の歯科疾患の頻度は高く、沖縄県宮古島の池間・狩俣地区(モデル地区)

の小児にも同様の傾向がみられる。1988年、トンガ王国において、モデル地区と同一基準

によって乳幼児の歯科疾患調査を行う機会を得たので、両地区の状況について比較検討し

た。 


